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令和８年度 第１回下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会 議事録 
 

審 議 会 等 名 令和８年度 第１回下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定員会 

日 時 令和８年５月２９日（金） 午前９時３０分から午前１０時５０分 

会 場 下野市役所 ２０３会議室 

出 席 者 中村哲也委員、川俣一由委員、鈴木ヒロ子委員、菅井貞雄委員、蓮見八代

江委員、鈴木寿弥委員、山下幸子委員、海老原新子委員、松本文男委員、

鈴木祐磨委員、伊沢幸子委員、小林瑞委員、大塚文子委員、山中宏美委員 

欠 席 者 伊澤淑子委員、佐間田香委員、中村厚子委員 

事 務 局 下野市 

坂村市長、荻原健康福祉部長、大門社会福祉課長 

社会福祉課 社会福祉・地域共生グループ 

伊澤主幹、相馬主査、澁谷主査、朝川相談支援包括化推進員 

下野市社会福祉協議会  

 山中会長、滋野事務局次長、青山地域福祉課長 

地域福祉課 

若林主査、栗原主事 

計画策定支援事業者（株式会社 アールピーアイ栃木） 

公開・非公開の別 （  公開  ・  一部公開  ・  非公開  ） 

傍 聴 者 なし 

報 道 機 関 なし 

議事録作成年月日 令和８年６月２６日 

 

【協議事項等】 

 

１ 開 会 

（事務局） 定刻となりましたので、第１回下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画

策定委員会を開会いたします。本日の出席委員は１４名であり、出席者が

過半数を超えているため、下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定

委員会設置要綱第６条第２項の規定により会議は成立いたします。 

 

２ 委嘱状交付 

（事務局） 坂村市長及び山中会長より委嘱状の交付を行います。 

 〔委員を代表して中村委員へ委嘱状交付〕 

（事務局） 各委員の委嘱状は、それぞれ机上に配付しておりますのでご確認くださ

い。 

 

３ あいさつ 

（事務局） 開会にあたり坂村市長よりご挨拶申し上げます。 
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（坂村市長） 本日は大変お忙しい中、第１回地域福祉計画策定委員会にご出席いただき

まして誠にありがとうございます。また、日頃より本市の福祉政策に多大

なるご理解とご協力を賜りまして、重ねてお礼申し上げます。 

ただ今、代表して中村委員に委嘱状をお渡しさせていただきましたが、地

域福祉計画につきましては、行政による地域福祉に関する総合的な方向

性、施策を示すものでございます。下野市におきましては、現行の第３期

計画の計画期間である５年間が令和８年度を持って終了するため、今年

度、第４期計画を策定いたします。策定にあたりましては、第３期計画の

理念を踏襲しながら、社会情勢の変化に伴って変化をしてきました下野市

をとりまく現状の地域課題、複雑・複合的なニーズを把握し、計画に反映

してまいります。また、今年度から始まりました下野市第三次総合計画の

目標である、将来像、「しあわせうまれる下野市～シモツケくらしウッテツ

ケ～」の実現に向け、下野市らしい地域共生社会の実現を目指したものに

したいと考えております。本委員会は、計画策定にあたり、幅広い分野の

皆様からのご意見を頂戴し、実効性のある計画を取りまとめていくための

大変重要な役割を担っており、本年度１年間をとおして全５回の会議とな

りますが、委員の皆様におかれましては、それぞれのお立場で日頃感じて

いることをご提案いただき、より良い計画を策定してまいりたいと考えて

おりますので、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

（事務局） ありがとうございました。 

続きまして、社会福祉協議会山中会長よりご挨拶申し上げます。 

（山中会長） 皆様におかれましては、ご多用のことと存じますが、住民主体の地域福祉

の推進を図る上での重要な指針となる地域福祉活動計画の策定委員をお

引き受けいただき、心より感謝申し上げます。また、日頃より社会福祉協

議会の各種事業について、ご理解、ご協力を賜り重ねて御礼申し上げます。 

少子高齢化及び人口減少という我が国全体の社会構造の変化は、私達の地

域や生活様式にも変化をもたらし、地域における支え合い機能の低下に伴

って、住民が抱える課題は多様化しており、誰にとっても他人事ではあり

ません。こうした中で、行政が策定する地域福祉計画と社会福祉協議会が

策定する地域福祉活動計画は連携して策定することが効果的であり、全国

社会福祉協議会においても、これら双方の計画が地域福祉を推進するため

の連携、協働、補完をするものとして位置付けられております。改めて本

市の取組に目を向けますと、今年度は、「下野市みんなで築く 地域の絆プ

ラン」をサブタイトルとした第３期計画の最終年度となり、次期計画とな

る第４期計画を策定いたします。下野市の地域福祉の推進のために必要な

ことを計画として策定するため、委員の皆様より様々なご意見を頂戴した

いと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。下野市社会福祉協

議会としても、地域福祉を推進する中核的な団体としての使命を果たした

いと考えており、私を含め職員一丸となって共に生きる豊かな地域社会の

構築を心掛け、市民のニーズに即した計画の策定と、施策の推進を続けて
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まいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） ありがとうございました。ここで、坂村市長及び山中会長は公務の都合に

より退席させていただきます。ご了承ください。 

 

４ 委員自己紹介 

（事務局） それでは、委員の皆様より自己紹介をお願いします。 

 〔名簿順に各委員より自己紹介。その後事務局職員が自己紹介〕 

 

５ 下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会設置要綱について 

（事務局） 資料１−１及び資料１−２に基づき説明 

 

６ 下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会の運営について 

（事務局） 資料２に基づき説明 

（伊沢委員） 傍聴については、広報等で周知しているのでしょうか。 

（事務局） 市のホームページにおいて会議の開催について周知しております。傍聴を

希望される場合は、事前申し込みは不要で、当日の先着順で傍聴していた

だくこととしております。 

（川俣委員） 「３傍聴について」において、「（３）…写真撮影（ビデオ撮影を含む）等

を希望する場合は、あらかじめ委員長の許可を得るものとする」とありま

すが、他の委員会においてもこのような文言は書かれているのでしょう

か。行政側が写真撮影や録音をすることは問題ないと思うのですが、傍聴

人個人に対してそれらを許可して良いものかと思います。 

（事務局） 「委員長の許可を得る」といった文言があり、他の委員会等においても概

ね同じ記載となっておりますが、再度確認し、次回の委員会でお示しした

いと思います。 

 

７ 委員長及び副委員長選出 

（事務局） 委員長及び副委員長の選出につきましては、要綱第５条により委員の互選

となっております。委員の皆様、どのように選出いたしますか。 

（委員） 事務局に一任いたします。 

（事務局） 事務局一任との意見がございましたが、よろしいでしょうか。 

（委員） ＜「異議なし」の声＞ 

（事務局） 事務局案として、委員長に中村哲也様、副委員長に川俣一由様にお願いし

たいと考えておりますが、皆様いかがでしょうか。 

（委員） ＜「異議なし」の声＞ 

（事務局） それでは、委員長を中村委員、副委員長を川俣委員にお願いしたいと思い

ます。中村委員は委員長席にご移動をお願いいたします。 

それでは、中村委員長よりご挨拶をお願いいたします。 

（中村委員長） 昨今、地域社会の状況が変わってきております。皆様も下野市の状況が変

わってきていると感じていると思います。例えば、買い物ができない高齢
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者、通院したくても行けない方、子育て家庭が相談に行く場所がないなど、

近所付き合いの希薄化により、そうした困り事が見えづらくなっています

が、日常にある小さな生きづらさを抱えている方はいらっしゃると思いま

す。地域福祉計画は、このような生きづらさや問題を抱える方々の声を拾

い、その声を地域みんなで支える仕組みを作ってゆく計画となります。そ

のため、委員の皆様の視点や経験をもとに議論し、その議論が計画の方向

性を大きく決めていくものになっていきますので、一年間かけて皆様と一

緒に下野市を良くしていくための様々な話し合いをしていきながら、計画

策定を進めていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

（事務局） それでは、要綱第６条第１項の規定により、議事の進行につきましては中

村委員長にお願いいたします。 

（中村委員長） 議題に入る前に、本日の会議の議事録の署名人については、鈴木ヒロ子委

員、菅井貞雄委員にお願いしたいと思います。 

 

８ 議 題 

（１）地域福祉計画及び活動計画策定事業の考え方について 

（事務局） 資料３に基づき説明 

（中村委員長） 資料３追加資料に基づき説明 

 ＜質疑応答なし＞ 

 

（２）第４期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画の策定について 

（事務局） 資料４に基づき説明 

 ＜質疑応答なし＞ 

 

（３）策定スケジュールについて 

（事務局） 資料５、資料６に基づき説明 

（伊沢委員） パブリックコメントとはどういったものか、内容を教えてください。 

（事務局） パブリックコメントは、計画（案）を公表し、市民の皆様より意見を募集

するものになります。期間は１２月中旬から１月上旬を予定しており、実

施については、市のホームページ及び広報紙で周知いたします。 

（伊沢委員） 意見がある場合はどうするのですか。 

（事務局） 意見提出のための様式をホームページ、社会福祉課及び社会福祉協議会の

窓口等に設置いたしますので、各窓口へ直接お持ちいただくか、ＦＡＸや

メールにて提出していただくことになります。 

（伊沢委員） 市のホームページや広報紙を隅々まで読む方はあまり多くないと思うの

で、多くの方に周知できると良いと思います。 

（事務局） 周知の方法を工夫し、多くの方に情報が行き届くようにしたいと思いま

す。 
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９ その他 

（事務局） 委員報酬及び議事録の確認依頼、現行計画の進捗状況・評価についての意

見提出について説明 

 ＜質疑応答なし＞ 

 

１０ 閉 会 

（事務局） 以上をもちまして、第１回下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画策定

委員会を終了いたします。 

 

 

 

 

 

議事録署名人               

 

議事録署名人               

 


